
【国 基本指針】
・ 各事業所における当事者視点に立ったケアの充実のための生産性向上の取組を推進するため、
「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画2025年改訂版」（令和7年6月13日閣議決定）及び「省力化投
資促進プラン―障害福祉―」（令和7年6月13日厚生労働省）を踏まえ、各都道府県においては人材確保や生産性
向上に関するワンストップ窓口を設置することを基本とする。また、各都道府県において、当事者視点に立ったケ
アの充実のための生産性向上やこれを通じた職場環境改善及び経営改善支援に向けた関係者の連携を図る協議会
を設置し、ワンストップ窓口との連携を図ることを基本とする。

○ 「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画2025年改定版」では、障害福祉分野は、2029年までに、ワンストップ型相談

窓口を47都道府県全てに設置することが示された

○ 「障害福祉分野における都道府県サポートセンターの設置・運営事例集」（令和８年３月厚生労働省）では、障害福祉分野でのワ

ンストップ窓口（サポートセンター）が担う役割の一例として、人材確保、生産性向上、経営改善の観点が示されており、都道府県

は管内の実情やニーズに応じた支援内容について検討することが求められている

当事者視点に立ったケアの充実のための生産性向上に向けた取組

令和８年３月厚生労働省「障害福祉分野における都道府県サポートセンターの設置・運営事例集」（抜粋）
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これまでの生産性向上に係る障害福祉分野における取組（生産性向上等の取組支援プログラム）

○ 都は令和６年度から、障害福祉の現場における人材確保・定着に向け、職員が継続して働くことができる環境整備

を行う事業所等の取組を支援するため、中小規模事業者に対し専門家を派遣し、業務効率化やDX化推進による職員

の負担を軽減するための個別支援を実施

○ 本事業では、専門アドバイザーが、事業所による課題設定から解決策の実行、評価までの取組など一連の手順につ

いて、寄り添いながらサポート。取組完了後、参加事業所間、外部向けに取組成果の報告会を実施

○ 令和６年度、令和７年度は、各年度37事業所を支援

取組の種別 事業所数 主な取組内容

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用

生成AIを活用した取組 4 面談記録の文字起こしと要約、議事録の作成等

記録ソフト導入 6 サービス提供記録や個別支援計画の電子化 等

記録ソフト以外の業務支援ソフト導入 3
勤怠管理システムの導入、シフト調整システム
の導入 等

その他のテクノロジー導入 6
Google Workspaceを活用した受注管理、クラ
ウドストレージサービスの導入、タブレットの
導入 等

テクノロジー活用以外の取組 18
記録様式の見直し、文書保存ルールの見直し、
食事介助の手順の標準化、個別支援
計画の振り返りシートの作成 等

（参考）令和７年度参加事業所の取組内容
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令和７年度プログラム参加事業所の取組事例（生成ＡＩを活用した記録作成業務の効率化）

令和８年度障害福祉人材の確保・定着に向けた生産性向上等への取組支援プログラム説明会資料（引用）
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令和８年度障害福祉人材の確保・定着に向けた生産性向上等への取組支援プログラム説明会資料（引用）



令和８年度障害福祉人材の確保・定着に向けた生産性向上等への取組支援プログラム説明会資料（引用）
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<参考>生産性向上に係る東京都福祉局高齢者施策推進部の取組

今後の対応 国の方針を踏まえて、他県の先行事例や介護分野での取組を参考としながら、

障害福祉分野における対応の方向性を検討

令和7年度第1回東京都介護現場革新会議 資料（抜粋）

６

○ 介護分野では、「介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施を確保するための基本的な指針」（令和6年1月19日付け厚生

労働省告示第18号）において、介護生産性向上に係るワンストップ窓口や介護現場革新のための協議会の設置について示された。

○ それらを踏まえて、都では、ワンストップ窓口である「介護職場サポートセンターTOKYO」を設置するとともに、福祉関係者、

中小企業支援や雇用などの多様な関係者・有識者で構成する「介護現場革新会議」を設置し、生産性向上等に係る取組を推進
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